
 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画企業アンケート報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薩摩川内市 ひとみらい政策課 

平成 30年 11月 

 

  



１ 調査の内容 

(1) 調査の目的 

      本市では、平成 17年 4月 1日に薩摩川内市男女共同参画基本条例を制定し、 

性別にかかわらず誰もがお互いにその人権を尊重しあい、個性と能力が十分に発

揮できる社会の現実に向けて事業を進めている。 

       本調査は、市内事業所の男女共同参画の実態と、就労分野における男女共同参

画や仕事と生活の調和に向けた支援などの施策に役立てていくことを目的に実施

した。 

   (2) 調査時点 

     平成 30年 8月 1日現在 

   (3) 調査期間 

     平成 30年 8月 17日～平成 30年 9月 25日 

   (4) 調査対象事業所 

     薩摩川内市内２００事業所 （回答：６２事業所） 

 

   (5）調査項目 

Ⅰ． 基本項目 

   （業種、事業所区分、事業主・役員数、女性の雇用状況） 

Ⅱ． ポジティブ・アクション 

Ⅲ． 女性活躍推進 

Ⅳ． 育児・介護休暇制度 

Ⅴ． セクシュアル・ハラスメント 

Ⅵ． 女性の管理職登用 

Ⅶ． 行政の支援・施策について望むこと 

 



Ｑ１　貴事業所の主な業種は何ですか。

漁業 1.6%

建設業 24.2%

製造業 22.6%

電気、ガス、熱供給、

水道業 1.6%運輸業、郵便業
1.6%

卸売業、小売業
12.9%

金融業、保険業
8.1%

学術研究、専門・

技術サービス業
4.8%

宿泊業、飲食

サービス業 3.2%

医療、福祉
11.3%

複合サービス業
1.6%

サービス業（他に

分類されないも

の） 6.5%

図１ 業種 n=62

（事業所）－1



Ｑ２　貴事業所の区分は何ですか。

Ｑ２－１　貴企業の全体従業員数ついてご回答ください。

本所（本社・

本店・単独事

業所）79.0%

支所（支社・支店）
21.0%

図２ 事業所区分 n=62

５人未満
4.8%

５人～９人
16.1%

１０人～２９人
29.0%

３０人～９９人
33.9%

１００人～２９９人
6.5%

３００人以上
9.7%

図２－１ 全体従業員数 n=62

（事業所）－2



Ｑ３貴事業所の雇用状況と管理職数についてご回答ください。

94.6%

53.7%

82.4%

5.4%

46.3%

17.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男 性（ｎ＝1622）

女 性（ｎ＝689）

合 計（ｎ＝2311）

図３ 男女別雇用状況
正規従業員 パート・アルバイト

87.9% 12.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

管理職（ｎ＝282）

図３－２ 管理職数の男女割合
男性 女性

（事業所）－3



Q４　「ポジティブ・アクション」という言葉を聞いたことがありますか。

よく知っている
8.1%

まったく知らない

24.2%

ある程度知っている
33.9%

言葉は聞いた

ことがあるが、

内容はあまり知

らない
33.9%

図４ ポジティブ・アクション認知度 n=62

■ポジティブ・アクション

固定的な性別による男女の役割分担意識や過去の経緯から

・営業職に女性はほとんどいない。

・課長以上の管理職は男性が大半を占めている。

などの差が男女労働者の間に生じている場合、このような差を解消しようと、

個々の企業が行う自主的かつ積極的な取組をいう。

（事業所）－4



Q５　貴事業所では、職場での女性の活躍を推進するため、取組を行っていますか。
項目ごとにあてはまるものに○をつけてください。

n=62

「１」 「２」 「３」

（事業所）－5



※いずれかの項目で「１」または「２」を１つでも選んだ方

　Q５－１　女性活躍に取り組む（重視する）理由は何ですか。 Q５－２　取り組んでいない理由は何ですか。
あてはまるものすべてに○をつけてください。 あてはまるものすべてに○をつけてください。

n=54

n=8

（事業所）－6



Q６　貴事業所において、女性も男性も同じような環境で働いていくために、特に
　　　女性にとって課題となっていることは何ですか。（複数回答可）

n=62

（事業所）－7



Q７　貴事業所において、職場環境や風土の改善として取り組んでいることはあり
　　　 ますか。（複数回答可）

n=62

（事業所）－8



Q8 貴事業所では、働きながら育児や介護を行う従業員のために、何か取り
    組んでいることはありますか。（複数回答可）

n=62

（事業所）－9



Ｑ９　貴事業所で、平成２９年度中に育児休業を取得した従業員数を記入してください。

100%

100%

（事業所）－10



Ｑ１０　貴事業所で、平成２９年度中に介護休暇を取得した従業員数を記入してください。

Ｑ１１　貴事業所で、平成２９年度中に介護休業を取得した従業員数を記入してください。

Ｑ１２　貴事業所では、セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）を防止するために、
        何か取り組んでいることはありますか。（複数回答可）

n=62

（事業所）－11



Q１３　今後、女性を管理職に積極的に登用しようと考えていますか。
         あてはまるもの１つに○をつけてください。

Q１３－１　女性の管理職登用促進のためにどのような取組が効果的だと思いますか。
             あてはまるものすべてに○をつけてください。

n=62

n=31

（事業所）－12



Q１４　女性活躍推進のためにどのような行政の支援・施策が必要だと考えますか。
        あてはまるものすべてに○をつけてください。

n=62

（事業所）－13



（事業所）－ 14 

企業アンケート（事業所用）「その他項目」の内訳 

 
Ｑ５－２ 職場での女性の活躍を推進するため、取組を行っていない理由  

 

● 職場に女性しかいない  

  

 

Ｑ7 貴事業所において、職場環境や風土の改善として取り組んでいることはありますか。 

 

●(回答 4)の女性がいない職種に初めて女性を配置する場合は、疎外感や孤独感を

持たせないよう複数人を配置している。この事は男性の場合も同様。 

●人員不足を解消し、ゆとりのある職場環境を整えたい。  

 

 

Ｑ８ 貴事業所では、働きながら育児や介護を行う従業員のために、  

何か取り組んでいることはありますか。  

 

●制度として定めてはいないが相談されれば意思を優先している。  

 ●定期的に個人面談を行っている。  

 ●対象者がいない。  

 ●その都度、中抜け等対応している。   

 

 

Ｑ１２ 今後、女性を管理職に積極的に登用しようと考えていますか。  

 

●社会保険事務所に相談   

●定期的に個人面談を行っている。  

 

 

Ｑ１３-1 今後、女性管理職登用促進のためにどのような取組が効果的だと思いますか。 

 

  ●景気の安定  

 

 

Q１４ 女性活躍推進のためにどのような行政の支援・施策が必要だと考えますか。  

 

  ●補助金 

 ●税金の減額  

 ●女性は活躍しているが、人員不足に直面している。  
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